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この市民意識調査は、第９次氷見市総合計画の策定のための基礎調査として実施し、平成２２

年６月に実施した市民意識調査と同様に実施することにより、その間の変化等を分析して、新総

合計画に反映していくこととしています。 

 

Ⅰ 調査の概要 

（１）調査対象 

令和２年６月１日現在の住民基本台帳に記載されている市民から無作為抽出 

した３，０００人 

 

（２）調査方法 

郵送による配布と回収 

 

（３）調査期間 

令和２年６月２５日から７月２２日まで 

 

（４）回収結果 

    

配布数 回収数 回収率 

３，０００件 

（３，０００件） 

１，５１５件 

（１，８６９件） 

５０．５％ 

（６２．３％） 

※（）は、平成２２年調査の数値であり、調査対象及び調査方法は、本調査と同様です。 

 

（５）数値の表記 

各集計結果に示した回答数の割合（％表記）は、原則として無回答者を含めた当該設問の全

回答者数に対する割合を示しています。数値は小数第２位で四捨五入しているため、合計の数

値が１００％にならない場合があり、１人に２つ以上の回答を求める設問では、合計が１０

０％を超えます。 

 

（６）前回調査等との比較 

平成２２年に実施した「氷見市市民意識調査」（以下、「前回調査」と表記します。）との

比較を行っています。 

 

第９次氷見市総合計画策定に係る基礎調査 

市 民 意 識 調 査 結 果 概 要 
 

資料７ 

１ 
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Ⅱ 今回の調査結果の特徴 

 

１ 総合計画において力を入れるべき施策について 

  今後１０年間のまちづくりの方向性について、次の分野ごとに考え方を尋ねた。（いずれも

３項目まで選択する質問） 

 

 （１）社会基盤整備 

     今回調査では、上位から「空き家等の対策・利活用（３８．９％）」、「生活交通の確

保（３６．６％）」、「街路や生活道路の整備（２４．０％）」という順で、身近な生活環

境の充実に関するものの割合が高いままとなっている。 

 

 （２）福祉・生活 

     上位から「高齢者福祉の充実（４０．６％）」、医療の充実（３９．１％）」、「子育て

支援の充実（２１．１％）」が続いている。新型コロナウイルス感染症の拡大から、今

回新たな質問項目として設けた「感染症対策の充実（１６．１％）」を望む回答も多く

あった。 

 

 （３）産業・教育・文化 

     今回調査では、「中小企業・地元産業の振興（３０．６％）」、「若者・高齢者の雇用対

策の推進（３０．２％）」、「中心市街地のにぎわいの創出（２４．８％）」という順で、

産業振興や雇用確保を望む結果は変わっていない。 

 

２ 分野別の重点施策項目 

  各課題への対応策について項目ごとに考え方を尋ねた。 

 （１）若者の定着、流入の促進について（３項目まで選択可） 

     若者の定着、流入の促進については、上位から「若者が魅力を感じられる職場の確保

（６０．３％）」、「子どもへの医療費助成や保育内容の充実など子育て環境の向上（３

３．６％）」、「美しい自然や歴史文化、新鮮な食など氷見市の魅力のアピール（２４．

２％）」となっており、前回調査から順位の変動はみられない。 

     また、「若者の所得水準で入居できる公共住宅の建設（２１．７→１５．４％）」が減

少している。 

 

 （２）高齢化対策について（３項目まで選択可） 

     前回調査にはなかった「高齢者の交通手段の確保（３９．２％）」が１位となり、続

いて「地域医療の充実（３０．１％）」、「独居老人等の安全対策や買い物サービス等の

生活支援の推進（２７．９％）」となった。 

また、新たに設けた「未来技術の活用」や「外国人の受入れ」を望む回答もあった。 
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 （３）安心して子どもを産み育てられる環境づくりについて（３項目まで選択可） 

     安心して子どもを産み育てられる環境づくりについては、「子どもに対する医療費の

助成など経済的支援の充実（２８．０％）」、前回調査にはなかった「市内の産科施設の

維持・確保（２３．２％）」が２位となり、続いて「地域子育てセンターなど気軽に相

談できる機能の充実（２２．３％）」となった。 

     前回調査から「小児救急体制の充実」を望む回答が約１７ポイントの減となった。 

 

 （４）教育、文化の振興について（３項目まで選択可） 

     「学校施設の整備、充実（３２．１％）」、「郷土の良さを知り、郷土を愛する教育の

充実（２７．６％）」、「学校・家庭・地域の連携強化（２４．４％）」と順位の変動は見

られなかった。 

しかし、前回調査になかった「魅力ある教育プログラムの充実」や「ＩＣＴを活用し

た教育の推進」を望む回答もあった。 

 

 （５）環境問題について（３項目まで選択可） 

     「ごみの減量やリサイクルの推進（４１．７％）」、「河川等の水環境の保全（３８．

３％）」が３位から２位となり、「緑化等による森林の保全（２８．６％）」が２位から

３位となった。 

     ただし、「ごみの減量やリサイクルの推進」については、３７．６→４１．７％と回

答割合が上昇した。 

 

 （６）中山間地について（３項目まで選択可） 

     「除雪、融雪装置の整備（３６．５％）」、「路線バスなど公共交通機関の維持（３

０．４％）」、「幹線道路・集落内道路の整備（２１．８％）」となり、前回調査から順位

の変動は見られない。 

     ただ、前回調査になかった「危険老朽空き家の対策」や「５Ｇなどの未来技術の活

用」を望む回答もあった。 

 

 （７）農林業について（２項目まで選択可） 

     前回調査にはなかった「いのしし等の鳥獣被害対策（２３．５％）」が１位となり、

続いて「次代の農林業を担う後継者の育成（２３．１％）」、「特産品の開発や氷見ブラ

ンドの農産物などのＰＲ強化（１７．５％）」となった。 

     前回調査で２位であった「学校給食等での地元産食材の積極的活用など地産地消の推

進（２５．３→１３．６％）」が大きく減少し、４位となった。 

     また、今回調査で新たに設けた「ドローンなどの先端技術を活用したスマート農・林

業の推進」や「氷見産材の活用」、「農業と福祉の連携」を望む回答も見られた。 
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 （８）水産業・水産加工業（２項目まで選択可） 

     「次代の水産業を担う後継者の育成（４１．６％）」、「特産品の開発や氷見ブランド

水産品のＰＲ強化（２６．５％）」、「漁場の造成や栽培漁業などの生産基盤の整備（２

０．０％）」となった。 

     前回調査で３位であった「学校給食等での地元産食材の積極的活用など地産地消の推

進（２４．７→１９．１％）」が減少し、４位となった。 

     ただ、「インターネットの活用等による水産物の販路拡大（８．５→１４．９％）」を

望む回答が多くなった。 

 

 （９）商工業・サービス業（２項目まで選択可） 

     「氷見市の魅力の全国へのＰＲ（３７．４％）」、「魅力ある商店街づくりの支援（３

１．７％）」、「企業立地の促進（２２．６％）」となっており、回答割合に変動はあるも

のの、順位に変動はなかった。 

     ただ、「創業・起業に対する支援（１３．８→１７．６％）」となり、前回調査より多

くの方から望まれるものとなった。 

 

 （10）観光振興（２項目まで選択可） 

     前回調査にはなかった「新高岡駅からの２次交通の整備（２８．３％）」が１位とな

り、続いて「大都市圏に向けた観光宣伝・ＰＲの強化（１９．１％）」、「映画やテレビ

ドラマなどの撮影場所として誘致推進（１８．８％）」となった。 

     ただ、「地域で新たに観光振興に取り組もうとする人やグループへの支援の拡充（１

４．２→１６．６％）」を望む回答が増加し、「広域的に連携した情報発信の推進（２

１．８→９．７％）」が大きく減少した。 

 

 （11）中心市街地（２項目まで選択可） 

     「住む人にも訪問する人にも魅力的と感じられる街並みや空間があるまち（３７．

０％）」、「子どもや高齢者等が安心して移動できるまち（２５．０％）」、「歩いていける

範囲で全てがそろうコンパクトで機能的なまち（２５．０％）」となり、前回調査で２

位の「市外から多くの人が訪れる魅力ある観光のまち」が４位となった。 

     また、「ゆったりとすごせる余裕のある空間があるまち（１４．０→１５．９％）」を

望む回答が多くなった。 

 

 （12）地方創生（協働のまちづくり）の推進について（２項目まで選択可） 

     「市民と行政の交流や意見交換の機会の拡大（２８．４％）」、「市政の情報提供の充

実（２５．２％）」、「まちづくりなどの計画策定に市民が参加する機会の拡大（２１．

３％）」となった。 

また、「広報等による市民活動の情報発信の充実（１８．３→２０．４％）」を望む回

答が多くなった。 
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Ⅲ 調査結果 

 

１ 回答者の属性 

  問１ （１）性別 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問１ （２）年齢 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ （３）居住地区 

   

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(N=1515

) 

 

43.3%

43.9%

56.2%

55.2%

0.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1869)

R2

(N=1515)

男性 女性 無回答

1.0%

1.1%

6.6%

4.6%

11.5%

6.1%

11.7%

12.5%

18.0%

13.2%

23.0%

21.7%

17.1%

26.1%

11.0%

14.3%

0.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1869)

R2

(N=1515)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上 無回答
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２ 居住意向 

 問２ あなたは、これからも今お住まいの所に住みたいと思いますか。 

   
問２で「住み続けたい」または「できれば住み続けたい」とお答えされた方におたずねし

ます。 
（１）あなたが住み続けたいと思う理由を、１つお選びください。 

   

  

 「住み続けたい」、「できれば住み続けたい」を合わせた定住意向の回答は全体の７９％となっ
ており、定住理由については、「住みなれて愛着がある」との回答が約３分の２となっている。 

【平成２２年調査との比較】 

  前回調査では、「住み続けたい」、「できれば住み続けたい」を合わせて７５．５％となって
おり、今回調査では３．５％の増となっている。 

 

 

 

 

57.0%

59.3%

18.5%

19.7%

12.1%

12.9%

4.7%

4.5%

1.6%

1.6%

6.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1869)

R2

(N=1515)

住み続けたい できれば住み続けたい

どちらともいえない できれば他の地域に移りたい

他の地域に移りたい 無回答

65.3%

62.1%

18.3%

18.2%

5.2%

4.6%

5.0%

3.7%

0.8%

0.7%

0.5% 0.3%

0.6%

0.2%

3.6%

4.3%

2.0%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1411)

R2

(N=1196)

住みなれて愛着がある 生活環境が良い 仕事や通勤の関係で

買い物などに都合が良い 公共交通が便利だから 道路アクセスが良い

子育て環境が良い 地価が安いから 教育環境が良い

その他 無回答
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問２で「できれば他の地域に移りたい」または「他の地域に移りたい」とお答えされた方
におたずねします。 

（２）あなたが他の地域に移りたいと思う理由を、１つお選びください。 

 （３）他の地域に移るとすれば、どこへ移りたいとお考えですか。 

      

 「他の地域に移りたい」、「できれば他の地域に移りたい」を合わせた転出意向の回答は
全体の６．１％となっており、理由としては、「生活環境が悪い」などさまざまな理由が
挙げられており、転出先として市外を希望される方が７２．７％に達している。 

22.8%

17.4%

13.0%

13.0%

6.5%

3.3%

2.2%

1.1%

1.1%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

18.5%

22.2%

27.4%

12.0%

8.5%

7.7%

6.0%

3.4%

4.3%

1.7%

0.0%

1.7%

0.9%

0.9%

3.4%

0% 20%

高岡市

富山県外

富山市

選択肢以外

の富山県内

射水市

窪

東

朝日丘

稲積

神代

加納

上庄

碁石

無回答

R2

(N=92)

H22

(N=117)

16.2%

20.7%

18.8%

10.9%

11.1%

10.9%

13.7%

9.8%

13.7%

9.8%

2.6%

1.1%

0.0%

3.4%

0.0%

0.9%

0.0%

16.2%

18.5%

3.4%

18.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=117)

R2

(N=92)

生活環境が悪い 公共交通が不便だから 買い物などに不便
仕事や通勤の関係で いくら住んでも愛着がわかない 道路アクセスが悪い
子育て環境が悪い 教育環境が悪い 地価が高いから
その他 無回答
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【平成２２年調査との比較】 
前回調査では、「他の地域に移りたい」、「できれば他の地域に移りたい」を合わせて６．

３％であったが今回は、０．２％減となっている。 

 

３ 市政参加 

 問３ あなたは、市の仕事や行事などをどのような方法でお知りになりますか。（２つま
で選択） 

   市の情報を知る方法として、「広報ひみ」を挙げた割合は全体で７５．８％となった。 

 

 問４ 市政への市民参加を進める方法として、あなたが希望するものは何ですか。（２つ
まで選択） 

  市政への市民参加の方法としては、「アンケートなどを通じて市民の声を吸い上げてほし
い」が３３．３％と最も多い。 

 

問５ あなたは、氷見市に総合計画があることをご存じですか。 

総合計画の認知度については、「全く知らない」との回答が３６．６％に達した。「あること
も、内容も知っている」との回答は４．８％にとどまった。 
 

75.8%

28.6%

12.7%

12.5%

11.6%

9.0%

6.1%

1.0%

0.4%

1.4%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「広報ひみ」で

新聞、ＮＨＫや民放テレビ・ラジオなどの報道で

自治会など各団体の活動に参加して

ポスター、チラシなどを見て

ケーブルテレビを見て

関心がない

インターネット、メール配信サービスで

市の会合、市職員などから

議会の傍聴や市議会議員・政党の地域活動で

その他

無回答

R2

(N=1515)

8.5%

2.2%

4.1%

5.2%

8.8%

10.3%

11.4%

14.4%

20.8%

28.2%

33.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

議会の開催を傍聴しやすい日曜、または夜間にしてほしい

市長と直接対話できる機会を増やしてほしい

市民同士で気軽に市政について意見交換ができる場をつくってほしい

まちまわり市民号など氷見市をよく知る機会を増やしてほしい

インターネットの掲示板など、相互伝達の場がほしい

自治会など身近なところで市職員と意見交換する場をつくってほしい

関心がない

自治会などで話し合ったことが市政に反映されるようにしてほしい

アンケートなどを通じて市民の声を吸いあげてほしい

R2

(N=1515)

4.8%

4.8%

21.3%

32.5%

36.6%

0% 20% 40%

無回答

あることも、内容も知っている

聞いたことがある

あることは知っているが、内容は知らない

全く知らない

R2

(N=1515)
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４ 総合計画において力をいれるべき施策 

 問６ 第９次総合計画では今後１０年間のまちづくりの方向を定めることとしておりま
す。新たな総合計画の策定に当たり、市として今後どのような施策に力を入れていくべ
きとお考えですか。 

 
 （１）市行政について、今後１０年間で特に力を入れていく必要があると思われるものを

１つお選びください。 
     

 
市の行政運営の分野については、「地方創生の推進」が半数を超え、そのあとに「情報公開の

推進」、「市のイメージアップの推進」と続いている。 

【平成２２年調査】 

  １０年前にはなかった地方創生推進が新規で半数以上を占めている。 

 

 （２）道路や上下水道、住宅など社会基盤の分野について、今後１０年間で特に力を入れ
ていく必要があると思われる施策を３つまでお選びください。 

 社会基盤整備については、「空き家等の対策・利活用」、「生活交通の確保」、「街路や生活道路
の整備」といった回答が多く、身近な生活環境への関心が高い。 

50.2%

19.2%

9.8%

20.2%

8.5%

21.1%

7.1%

17.9%

5.1%

1.9%

2.9%

1.1%

3.4%

0.9%

5.4%

0.6%
1.7%

2.6%

9.3%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1869)

R2

(N=1515)

地方創生の推進 情報公開の推進 市のイメージアップの推進

職員の意識改革 行財政改革 電子化・情報化の推進

協働による行政の推進 広域行政の推進 地方分権の推進

その他 無回答

38.9%

36.6%

24.0%

22.0%

15.2%

15.1%

11.9%

11.7%

10.9%

10.9%

10.4%

9.5%

8.7%

8.6%

5.4%

5.0%

4.5%

2.2%

1.4%

2.4%

4.8%

23.1%

25.7%

29.6%

18.6%

13.8%

14.9%

10.4%

12.9%
19.3%

13.6%

9.1%

8.5%

8.5%

11.7%

3.5%

3.5%

3.5%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40%

空き家等の対策・利活用

生活交通の確保

街路や生活道路の整備

雪に強いまちづくり

公共空地の利活用

計画的な土地利用の推進

農山漁村の生活環境の整備

地すべり防止、海岸保全など防災対策

国道など幹線道路の整備

ＪＲ氷見線の利便性向上

ごみ処理施設・リサイクル体制の充実

公園、緑地の確保

能越自動車道の４車線化

情報通信基盤の充実

交通安全対策の充実

下水道の整備・合併処理浄化槽の設置助成の充実

駐車場の確保

公共住宅の建設

住宅用地の造成推進

その他

無回答

R2

(N=1515)
H22

(N=1869)
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【平成２２年調査との比較】 

  前回調査の結果と比較すると、「空き家等の対策・利活用」への関心度が高くなっているも
のの、依然として、身近な生活環境への関心が高いままとなっている。 

 

（３）福祉や生活などの分野について、今後１０年間で特に力を入れていく必要があると
思われる施策を３つまでお選びください。 

 

 福祉・生活の分野では、「高齢者福祉の充実」と「医療の充実」が突出している。 

【平成２２年調査との比較】 

前回調査と比較すると、新たに設けた「感染症対策」や「保健の充実と健康づくりの支援」
や「結婚に関する支援」を望む回答も見られた。 

  

40.6%

39.1%

21.1%

16.1%

15.7%

15.0%

12.5%

12.2%

11.4%

11.0%

7.7%

6.3%

6.1%

5.3%

4.9%

4.9%

4.8%

4.7%

4.6%

3.9%

3.5%

2.2%

2.0%

1.5%

1.6%

6.9%

51.9%

44.4%

19.8%

20.7%

7.9%

11.7%

15.7%

7.8%

9.9%

7.5%

9.5%

4.7%

9.3%

7.0%

9.8%

4.6%

11.1%

2.2%

1.7%

7.0%

0% 20% 40% 60%

高齢者福祉の充実

医療の充実

子育て支援の充実

感染症対策の充実

防災・危機管理体制の充実

地域の魅力の保存・活用など、地域活性化の推進

地域コミュニティ活動の支援

地域総合福祉の推進

保健の充実と健康づくりの支援

結婚に関する支援

自然環境の保全・公害防止対策の充実

障害者福祉の充実

防犯対策の推進

児童福祉、母子福祉の充実

消防・救急の充実

循環型・脱温暖化社会の構築

景観づくりの推進

消費者保護対策の充実

市街地などのバリアフリー化の推進

保育環境の整備

ボランティア、ＮＰＯ活動の支援

協働の地域づくりの推進

青少年の非行防止と健全育成のための活動の推進

虐待、ＤＶ対策の充実

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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 （４）産業や教育、文化などの分野について、今後１０年間で特に力を入れていく必要が
あると思われる施策を３つまでお選びください。 

   
「中小企業・地元産業の振興」、「若者・高齢者の雇用対策の推進」、「中心市街地のにぎわいの

創出」に回答が集中し、産業振興への意識の高さが現れる結果となった。 
【平成２２年調査との比較】 

割合に変化があるものの、産業振興への意識が高いことが伺える。前回調査から新たに設け
た「移住定住の推進」や「農林水産業の振興」を望む回答もあった。 

  

30.6%

30.2%

24.8%

23.1%

20.1%

16.5%

16.0%

14.5%

14.3%

14.2%

11.6%

9.0%

6.8%

6.1%

2.9%

2.9%

1.1%

8.8%

36.9%

40.7%

20.2%

22.2%

20.7%

8.2%

16.9%

10.3%

7.8%

8.0%

15.5%

2.5%

2.1%

1.3%

8.5%

0% 20% 40%

中小企業・地元産業の振興

若者・高齢者の雇用対策の推進

中心市街地のにぎわいの創出

観光資源の活用と観光振興

企業立地の促進

移住定住の推進

農林水産業の振興

創業・起業の支援

教育環境の整備

スポーツ・レクリエーションの振興

芸術・文化の振興

生涯学習の振興

関係人口の創出

協働のまちづくりの推進

男女共同参画の推進

国際化の推進

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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５ 分野別の重点施策項目 

 問７ 氷見市への若者の定着、流入を促進するため、市が今後より力を入れるべき施策は
どのようなものとお考えですか。次の中から３つまでお選びください。 

「若者が魅力を感じられる職場の確保」が全体の６割以上をしめている。 

【平成２２年調査との比較】 

「移住促進のための空き家等の利活用」を新たに項目として設けたところ、１７．７％の回
答を得た。 

 

  

60.3%

33.6%

24.2%

22.8%

17.7%

16.4%

16.0%

15.4%

12.9%

10.2%

10.0%

7.5%

6.5%

4.2%

3.8%

2.6%

1.4%

4.4%

67.3%

44.7%

22.8%

19.3%

14.2%

8.4%

21.7%

12.4%

10.2%

11.8%

8.6%

4.5%

2.0%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80%

若者が魅力を感じられる職場の確保

子どもへの医療費助成や保育内容の充実など子育て環境の向上

美しい自然や歴史文化、新鮮な食など氷見市の魅力のアピール

スポーツ・娯楽・文化施設などの整備

移住促進のための空き家等の利活用

講演会、コンサートなど多彩な催し物やイベントの開催

定住促進のための助成制度等の充実

若者の所得水準で入居できる公共住宅の建設

若者の感性にあった街並みの形成

魅力ある教育の充実

道路や下水道など生活基盤施設の充実

家庭や地域における連帯感の高揚

生涯学習やボランティア活動が活発で生きがいを感じるまちづくり

関係人口の創出

住宅建設促進のための住宅用地の造成

移住促進のためのイベント等の開催

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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問８ 氷見市では今後さらに高齢化が進むと予想されますが、高齢化社会への対応とし
て、市が今後より力を入れるべき施策はどのようなものとお考えですか。次の中から
３つまでお選びください。 

前回調査にはなかった「高齢者の交通手段の確保」が３９．２％と一番回答が多かった。 

【平成２２年調査との比較】 

健康等に関する回答も多かったが、「高齢者の交通手段の確保」について、関心が移ってい
る。 

39.2%

30.1%

27.9%

25.7%

25.6%

22.4%

20.1%

14.9%

11.3%

10.2%

7.9%

7.9%

6.5%

6.1%

4.9%

4.8%

3.6%

1.7%

1.3%

3.6%

38.9%

37.5%

30.7%

30.0%

25.4%

28.0%

15.8%

12.3%

11.4%

6.8%

9.0%

8.5%

7.6%

4.6%

1.5%

4.4%

0% 20% 40%

高齢者の交通手段の確保

地域医療の充実

独居老人等の安全対策や買い物サービス等の生活支

援の推進

高齢者の雇用の創出

在宅サービスの充実

介護予防事業の充実

施設サービスの充実

健康寿命の延伸

高齢者が集う地域の交流サロンの整備

高齢者向け集合住宅の整備

各種相談事業の充実・情報提供

文化・スポーツサークル等の充実

バリアフリー化など高齢者にやさしいまちづくり

生涯学習機会の充実

未来技術の活用

世代間の相互理解・交流機会の充実

ボランティア、ＮＰＯ等の育成

外国人の受入れ

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)



- 14 - 

 

 問９ 安心して子どもを産み育てられる環境づくりのために、市が今後より力を入れるべ
き施策はどのようなものとお考えですか。次の中から３つまでお選びください。 

前回調査にはなかった「市内の産科施設の維持・確保」や「妊娠・出産・子育ての切れ目ない
支援の推進」を望む回答が多かった。 

【平成２２年調査との比較】 

  「小児救急体制の充実（３４．６→１７．５％）」が大きく減少した。 

 

28.0%

23.2%

22.3%

20.7%

17.5%

16.7%

16.7%

15.1%

14.9%

14.7%

14.1%

13.0%

10.2%

7.5%

5.9%

4.9%

3.9%

3.2%

1.0%

8.8%

32.2%

18.1%

34.6%

24.7%

20.4%

18.5%

15.0%

17.4%

22.1%

10.8%

11.9%

8.3%

5.1%

3.8%

4.2%

1.1%

6.3%

0% 20% 40%

子どもに対する医療費の助成など経済的支援の充実

市内の産科施設の維持・確保

地域子育てセンターなど気軽に相談できる機能の充

実

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援の推進

小児救急体制の充実

子どもが安心して遊ぶことができる地域住民の目配り

や気配りの環境づくり

延長保育や休日保育などの保育サービスの充実

遊び場、公園の整備

家族で家事・育児を協力して行う意識の醸成

学童保育の拡充

企業等に対する出産休暇、育児休暇に対する理解の

醸成

いつでも気軽に電話で相談できる体制の充実

病児保育、病後児保育、体調不良児保育などの保育

サービスの充実

不妊治療等に対する負担の軽減

子育てに対する近所の人たちの助け合い意識の醸成

育児ボランティアの育成

一時保育体制の充実

自主的な育児サークル活動への支援

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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 問１０ 教育、文化の振興について、市が今後より力を入れるべき施策はどのようなもの
とお考えですか。次の中から３つまでお選びください。 

「学校施設の整備、充実」や「郷土の良さを知り、郷土を愛する教育の充実」を望む回答が減
少した。 

【平成２２年調査との比較】 

  前回調査では、「学校施設の整備、充実」や「郷土の良さを知り、郷土を愛する教育の充
実」を望む回答が多かったが、新たに設けた「魅力ある教育プログラムの充実」、「ＩＣＴを活
用した教育の推進」、「学校環境における心のケアの推進」を望む回答も見られた。 

 

 

32.1%

27.6%

24.4%

21.0%

20.7%

20.3%

19.6%

14.5%

10.6%

10.5%

10.2%

9.0%

8.0%

6.0%

5.0%

4.3%

1.8%

9.0%

35.8%

41.5%

38.7%

28.8%

18.4%

15.7%

15.5%

17.0%

12.4%

11.3%

8.5%

2.0%

6.4%

0% 20% 40%

学校施設の整備、充実

郷土の良さを知り、郷土を愛する教育の充実

学校・家庭・地域の連携強化

獅子舞やまつりなどの伝統芸能・文化・行事などの保存

と伝承への支援

魅力ある教育プログラムの充実

ＩＣＴを活用した教育の推進

学校環境における心のケアの推進

優れた芸術公演や作品展などの鑑賞機会の充実

文化財を知り、触れる機会の拡充

生涯学習講座の充実

芸術・文化活動のための施設整備

公民館活動など地域密着型の文化活動への支援

天然記念物、史跡などの文化財の保護強化

芸術・文化活動を推進する指導者の育成

芸術・文化活動団体の支援強化

市民による芸術公演や作品展などの開催等に対する支

援の拡充

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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 問１１ 環境問題への対応として、市が今後より力を入れるべき施策はどのようなものと
お考えですか。次の中から３つまでお選びください。 

「ごみの減量やリサイクルの推進」、「河川等の水環境の保全」、「緑化等による森林の保全」な
ど順位に変動はみられるものの関心事項の大きな変動はみられない。 

【平成２２年調査との比較】 

  回答割合の変動はみられるものの、「ごみの減量やリサイクルの推進」への関心が高いまま
となっている。 

 
 

  

41.7%

38.3%

28.6%

22.5%

21.9%

15.6%

15.0%

14.7%

14.2%

12.9%

12.6%

8.8%

2.0%

5.1%

37.6%

31.9%

32.1%

26.6%

22.6%

14.3%

15.5%

15.6%

14.0%

12.3%

16.6%

7.1%

1.1%

7.3%

0% 20% 40%

ごみの減量やリサイクルの推進

河川等の水環境の保全

緑化等による森林の保全

太陽光や風力発電など再生可能エネルギーの導入促

進

鉄道やバスなど公共交通機関の利用促進

エコ農業など環境に配慮した産業活動への支援

間伐材等の地元産材需要の拡大

リサイクル製品やエコカーなど環境に配慮した物品類の

優先的な導入

環境学習の機会の充実

環境活動に取り組む市民団体などへの活動支援

家庭や企業に対する省エネルギーの啓発

多様な野生動植物の保護

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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 問１２ 中山間地における活性化対策として、市が今後より力を入れるべき施策はどのよ
うなものとお考えですか。次の中から３つまでお選びください。 

「除雪、融雪装置の整備」、「路線バスなど公共交通機関の維持」、「幹線道路・集落内道路の整
備」など生活環境に関することについての回答が多かった。 

【平成２２年調査との比較】 

  「へき地巡回診療など医療サービスの充実」についての回答が減少し、新たに設けた「草刈
りなどの地域課題の解決への取り組みやビジネス化の支援」、「耕作放棄地の発生防止対策」や
「５Ｇなどの未来技術の活用」の回答が見られた。 

 

36.5%

30.4%

21.8%

19.7%

19.5%

18.1%

16.1%

16.0%

12.5%

10.7%

9.4%

9.2%

8.9%

8.5%

6.0%

5.2%

5.1%

2.6%

2.4%

1.3%

5.7%

42.8%

34.6%

21.3%

20.3%

33.5%

17.0%

12.4%

18.4%

10.2%

11.4%

5.9%

10.0%

7.6%

4.0%

0.9%

7.1%

0% 20% 40%

除雪、融雪装置の整備

路線バスなど公共交通機関の維持

幹線道路・集落内道路の整備

空き家への都市住民等の移住・定住の促進

危険老朽空き家の対策

へき地巡回診療など医療サービスの充実

草刈りなどの地域課題の解決への取り組みやビジネス

化の支援

耕作放棄地の発生防止対策

上下水道等の生活環境の整備

農地保全のため農作業を受託する市民団体等への支

援

５Ｇなどの未来技術の活用

集落ごとの特色を生かした活性化事業の提案促進と事

業への支援

集落の現状による課題等の把握

集落のリーダーとなる人材の確保・育成

都市部からの小学生の体験学習の受け入れ

棚田オーナー制度のような都市住民等との交流機会の

拡大

グリーンツーリズム等の体験観光の推進

複数集落の連携体制づくり

地域における拠点づくりの推進

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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６ 産業振興において力を入れるべき施策 

 問１３ 産業振興について、市として今後どのような施策に力を入れていくべきとお考え
ですか。 

 （１）農林業の分野で、力を入れるべき施策を２つまでお選びください。 

  前回調査にはなかった「いのしし等の鳥獣害対策」についての関心が一番高くなっている。
また、後継者の育成を望む回答も高いままとなっている。 

 
（２）水産業・水産加工業の分野で、力を入れるべき施策を２つまでお選びください。 

  前回調査と比べると「インターネットの活用等による水産物の販路拡大」を望む回答が８．
５から１４．９％と大きく伸びた。 

41.6%

26.5%

20.0%

19.1%

14.9%

12.2%

9.2%

8.6%

6.3%

1.6%

14.3%

44.5%

27.1%

17.7%

24.7%

8.5%

11.0%

9.6%

7.1%

5.4%

0.8%

17.1%

0% 20% 40%

次代の水産業を担う後継者の育成

特産品の開発や氷見ブランド水産品のＰＲ強化

漁場の造成や栽培漁業などの生産基盤の整備

学校給食等での地元産食材の積極的活用など地産地消の推

進

インターネットの活用等による水産物の販路拡大

付加価値の高い水産加工品づくりへの支援

定置網漁見学など観光型漁業の推進

漁港施設の整備

漁村の生活環境の整備

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)

23.5%

23.1%

17.5%

13.6%

10.0%

9.6%

8.1%

8.1%

8.1%

6.4%

5.9%

5.7%

5.5%

4.5%

0.5%

20.1%

35.4%

25.0%

25.3%

12.9%

8.4%

12.1%

7.5%

8.9%

9.4%

4.7%

20.2%

0% 20% 40%

いのしし等の鳥獣被害対策

次代の農林業を担う後継者の育成

特産品の開発や氷見ブランドの農産物などのＰＲ強化

学校給食等での地元産食材の積極的活用など地産地消の推進

農道や林道の整備

ドローンなどの先端技術を活用したスマート農・林業の推進

大規模経営化の促進、法人化や営農組織の育成

直売所の開設など農家自らによる販売活動への支援

インターネットの活用等による農林産物の販路拡大

農山村の生活環境の整備

氷見産材の活用

付加価値の高い農林産物づくりへの支援

農業と福祉の連携

ほ場やかんがい施設などの生産基盤の整備

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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 （３）商工業・サービス業の分野で、力を入れるべき施策を２つまでお選びください。 

新たに設けた「人材の育成・確保に対する支援」を望む回答も見られた。 
 
問１４ 観光振興について、市として今後どのような施策に力を入れていくべきとお考え

ですか。次の中から２つまでお選びください。 

  
前回調査にはなかった「新高岡駅からの２次交通の整備」を望む回答が一番多かった。 

37.4%

31.7%

22.6%

19.2%

17.6%

9.9%

9.0%

8.9%

7.1%

0.8%

12.3%

46.0%

41.3%

27.0%

13.8%

11.7%

12.5%

10.6%

0.9%

11.8%

0% 20% 40%

氷見市の魅力の全国へのＰＲ

魅力ある商店街づくりの支援

企業立地の促進

人材の育成・確保に対する支援

創業・起業に対する支援

新商品やサービスの開発支援

経営指導、融資制度などの経営支援体制の充実

農林水産業と一体となったイベントの開催

商品の販路拡大の支援

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)

28.3%

19.1%

18.8%

17.7%

17.1%

16.6%

12.9%

10.4%

9.7%

9.1%

6.5%

2.7%

1.3%

9.3%

30.0%

18.2%

18.1%

24.3%

14.2%

18.7%

10.5%

21.8%

8.2%

1.4%

10.8%

0% 20% 40%

新高岡駅からの２次交通の整備

大都市圏に向けた観光宣伝・ＰＲの強化

映画やテレビドラマなどの撮影場所として誘致推進

新たな観光施設の整備

市民自らが地元の魅力を再認識するための取り組みを促進

地域で新たに観光振興に取り組もうとする人やグループへの

支援の拡充

観光ボランティアガイドなど地域で観光をもり立てる人の育成

地域資源を掘り起こす取り組みへの支援

広域的に連携した情報発信の推進

新たな観光受入体制の整備

他の産業分野から観光業への参入・連携の促進

インバウンド観光の推進

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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問１５ 中心市街地の活性化についておたずねします。今後どのような中心市街地にすべ
きとお考えですか。次の中から２つまでお選びください。 

 「市外から多くの人が訪れる魅力ある観光のまち」については、２６．３から１９．８％に
大きく減少した。 

  

37.0%

25.0%

25.0%

19.8%

15.9%

15.4%

9.8%

9.7%

5.8%

4.6%

3.9%

1.8%

7.6%

35.5%

22.5%

18.2%

26.3%

14.0%

16.2%

8.8%

12.6%

6.6%

4.0%

5.1%

1.4%

9.6%

0% 20% 40%

住む人にも訪問する人にも魅力的と感じられる街並みや空間

があるまち

子どもや高齢者等が安心して移動できるまち

歩いていける範囲で全てがそろうコンパクトで機能的なまち

市外から多くの人が訪れる魅力ある観光のまち

ゆったりとすごせる余裕のある空間があるまち

商業の中心としての毎日の買い物の機能が充実しているまち

にぎわいを創出するイベントが多く開催されるまち

港町を感じさせる歴史や文化が生かされたまち

人のにぎわう風景や地域資源がおもしろいまち

文化や芸術・趣味などの活動ができるまち

都市的な健康施設等が整備された健康を促進するまち

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)
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問１６ 市民と企業、行政が協力してまちづくりを行う「地方創生」についておたずね
します。 

 （１）現在の氷見市は、地方創生に向け、市民と企業、行政が協働してまちづくりに
取り組んでいると思いますか。 

（２）地方創生に向け、市民ができること、市民がやるべきことは何だと思います
か。次の中から３つまでお選びください。 

 
（３）「地方創生」を推進していくためには、何が必要だと思いますか。次の中から

２つまでお選びください。 
 

 

4.5%

2.8%

17.7%

17.8%

21.6%

24.7%

23.5%

22.0%

11.8%

10.1%

15.4%

19.4%

5.6%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1869)

R2

(N=1515)

思う まあまあそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない

思わない わからない 無回答

順位
1 高齢者の支援 26.6% 産業振興 32.4% 子育て支援 31.3%
2 まちの美化・緑化 25.5% ごみの減量・リサイクル 23.5% 高齢者の支援 31.1%
3 健康づくり 24.0% 自然保護・環境保全 22.5% 移住定住の促進 24.7%
4 ごみの減量・リサイクル 23.4% 子育て支援 20.6% 産業振興 21.1%
5 子育て支援 22.5% 高齢者の支援 16.8% 防災活動 20.4%

市民 企業 行政

28.4%

25.2%

21.3%

20.4%

16.2%

15.6%

13.1%

7.7%

6.4%

5.3%

2.2%

12.6%

27.7%

23.6%

20.3%

18.3%

17.1%

12.3%

12.0%

6.3%

4.3%

8.1%

1.2%

12.9%

0% 20%

市民と行政の交流や意見交換の機会の拡大

市政の情報提供の充実

まちづくりなどの計画策定に市民が参加する機会の拡大

広報等による市民活動の情報発信の充実

市民が参加できるイベントや事業の充実

市民活動に対する経費や資機材の支援

協働のまちづくりを推進するリーダーの育成

市民活動のネットワーク化の推進

市民活動に対する活動拠点の確保

協働のまちづくりについての研修や講座の実施

その他

無回答

R2

(N=1515)

H22

(N=1869)


